
 

③利用者会議  所管： 中高生センタ ージャ ンプ東池袋 

 

◎利用者会議・ ・ ・ 月一回開催 

 各回 20～30 人参加。  

 アンケート 形式： 職員会議等で内容を検討 裏面は SNS ト ラ ブル防止啓発の内容を記載 

当日、 希望者に配り 、 職員が説明や会話を し ながら 記入。  

◎池スタ ・ ・ ・ 月一回開催 

 各回 5 人程度参加 

 音楽スタ ジオ利用者の利用者会議( 会議形式)  音楽スタ ジオの設備や運営方法、 音楽イ ベント 等に

ついて意見・ 希望を聞く 。  

※ジャ ンプから のお知ら せや、 前日または当日に I nst agr amや Xで PR 

 

利用者会議での意見と 対応法 

 ・ Wi -Fi を 設置し てほし い。  

  →要望を 上げ新拡で R6 年度 2 月より フ リ ースペースと 音楽スタ ジオにアク セスポイ ント 設置。  

ホール設置実現に向け調整中。  

 ・ ( 報償費を 使用し て) どのよう な講師の講習を受けたいか希望を 聞く 。  

  →ボイ スト レ ーニング講習会や卓球教室を 実施。  

 ・ ゲーム大会を し たい。  

  →「 自主企画書」 と し て職員と 相談し ながら 実施。 麻雀大会は R7 年度実施 

 ・ ジャ ンプにおいてほし い遊具や漫画の要望 

  →利用者に希望を 取っ たのち、 希望数の多いも のを 当初予算で購入。  

 ・ 音楽スタ ジオ設備の要望 

  →利用者と 相談し 必要な機材等を 購入する等 

 ・ ラ イ ブについて検討 

  →時期やスタ ッ フ 準備・ 当日内容などを職員と 一緒に検討 

 

※利用者会議は月２ 回実施。 利用者の意見・ 要望を 聞き 、 実現に向けて検討し 可能なも のは実施 

し ている。 また、 実現不可能な場合も 含めて結果報告を行っ ている。  

 

◎その他 

日常的な職員と 利用者と の関わり や会話の中から 、 利用者の意見や要望が出てく るこ と が多く 、  

その都度、 実現にむけて検討・ 調整し ている。  

・ コ ロナ期( R2 年度) は実施を 見合わせも 検討さ れたが、「 ラ イ ブをし たい」 と 要望があり 、 体育館

でのラ イ ブを 実施。 翌年はラ イ ブハウスでのラ イ ブを 再開 

  ・ グラ フ ィ ティ をやっ ている高校生が来館し ており 、職員と の会話の中から「 ジャ ン プでやっ てみ

たい」 と 要望があり 、自主企画と し てグラ フ ィ ティ と ワーク ショ ッ プ、ラ イ ブのイ ベント を実施

し た。 ( R2 年度)  

  ・ 麻雀を やっ ている高校生が増え、「 他の人と も やっ てみたい」 と いう 声があり 「 麻雀大会」 実施

へと 繋がっ た。 ( R7 年度)  
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事業名 【自主企画】将棋大会「JUMP LEAGUE」

実施方法
☑ジャンプ単独事業
☐他課共催（        ） ☐他団体共催（              ）

実施場所 フリースペース

経緯

来館すると、必ず将棋をする2〜3カ所の学校の中高生が数名いた。
将棋盤が1台しかなく、先に使用していた高校生が使い終わるのを待ち、終わると直ぐに他の学校
の人が使用する様子が見られ、将棋を指すことを楽しみにしている様子が見られた。聞くと大会に
出場している中高生もいるとのこと。
職員との中高生との会話の中で、友達としか対戦した経験がなく「他の人とやってみたい」との発
言があり、職員が「自分たちで企画しジャンプで将棋大会を実施することができる。将棋を指して
いる中高生が増えてきているから、希望者も多いのではないか︖」と伝えると、「やってみた
い。」と希望があり、企画・実施へつながった。

詳細

1.企画書作成
2.職員会議にかけ、実施決定。
3.日程調整
4.内容やルールなど相談
5.ポスターや受付名簿作成(職員作成)
6.参加者募集
7.将棋大会「JUMP LEAGUE」実施

【ジャンプ東池袋】

その他

企画が出た段階で、本人たちの将棋熱に益々力が入り大会まで日々対戦に励んでいた。
内容やルールを決める時には、いろいろなことを想定しながら話し合い、準備に取り組んでいた。
当日も盛り上がり、他校の中高生とも交流でき楽しんでいる様子が見られた。
大会以降も他校の参加者が来館していると、対戦するなど一緒に過ごしていた。

-2-



 

③利用者会議  所管：中高生センタージャンプ長崎 

 

◎利用者会議・・・月一回開催 

 各回 10～20 人参加。 

 参加者の中からその場で声掛けし司会進行を選出。 

 前段は、ジャンプからのお知らせ（イベントや次月の休館日）などをジャンプ職員より 

伝達。 

 

利用者からの意見（R6.4 月～R7.5 月抜粋）と対応法 

 ・（菓子を食べることができないルールの）2 階の部屋で菓子を食べることを可能にしてほしい。 

  →要望した利用者を中心として、自分たちでルール作りをしてもらい、それをもとに 

   職員会議で実現に向けて調整。 

 ・各部屋の Wi-Fi が弱いので強化してほしい。 

  →本課に要望をあげ、業者にも状況確認してもらいつつ、実現に向け調整中。 

 ・ギターやドラムなど、講師に教えてもらいたい。 

  →高校生が中学生に教えるなど、可能な範囲で実施。 

 ・ゲーム大会・麻雀大会・卒業生追い出しライブをしたい。 

  →「自主企画書」を作成し、職員のアドバイスを受けつつ実施。 

 ・ジャンプにおいてほしい遊具や漫画の要望 

  →要望のあったもの一覧表を作成し、利用者に希望を取ったのち、希望数の多いものを 

   当初予算で購入。 

 

※上記、事業としては月 1 回の利用者会議で利用者の声（要望）を吸いあげ、 

内容によっては利用者にルール作りから考えてもらい、実現に向けて検討・調整して 

いる。 

事業以外でも、日々の利用者との会話のなかから要望や意見を取り入れていくための 職員の意

識は高い。 

・中学三年生の「本格的な受験体制に入る前に、音楽ライブを開催したい」 

  →自主企画書の提案をし、7 月中旬日曜日にジャンプ内スタジオでライブ開催の 

準備中。 

など。  

 

◎子どもの権利擁護委員や子どもの権利相談員、アシスとしまとのかかわり 

 ・高校部活動設立支援 

  現在高校に無い部活動を作りたい生徒たちからの要望により、設立するために必要 な手順など

のアドバイスや、生徒たちの自発的な検討材料を引き出すための支援。 

 ・学校での学習について不安を抱える中学生利用者に、自身でできることを考えるための 

  アドバイス。 

 など。 

 上記各機関へのつなぎや連携を実施。 

 

 


